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▼
ス
マ
ー
ト
と
は
？

こ
の
コ
ラ
ム
は
、「
い
ろ

は
」
順
に
書
い
て
き
た
の
で

談
論
風
発
、
気
ま
ま
な
主
題

を
取
り
上
げ
て
き
た
。
今
回

は
47
話
で
、「
す
」
に
あ
た

る
。
そ
こ
で
選
ん
だ
の
は
、

ス
マ
ー
ト
と
ス
モ
ー
ル
で
あ

る
。ま

ず
、
ス
マ
ー
ト
。
こ
の

言
葉
は
、〝
ス
マ
ー
ト
な
体

型
〟
な
ど
と
、
使
わ
れ
て
き

た
が
、
ほ
か
に
「
賢
い
、
利

口
な
、
頭
が
い
い
、
気
が
利

く
、
か
っ
こ
い
い
、
お
し
ゃ

れ
な
、
粋
な
、
活
発
な
」

等
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ス
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
。

こ
の
言
葉
を
冠
し
た
「
ス

マ
ー
ト
マ
テ
リ
ア
ル
」（
知

的
材
料
）
を
、
筆
者
の
研
究

テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
圧
電
素

子
を
用
い
た
電
子
顕
微
鏡
内

で
の
超
小
型
疲
労
試
験
装
置

や
、
フ
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
疲
労

破
壊
防
止
装
置
の
開
発
な
ど

が
あ
る
。
ま
た
風
力
発
電
へ

の
圧
電
素
子
の
応
用
で
は
、

高
校
生
の
科
学
技
術
教
育
と

し
て
も
行
っ
た
。

▼
ス
マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ

こ
の
よ
う
な
機
器
や
製
品

と
は
異
な
り
、「
ス
マ
ー
ト
・

シ
テ
ィ
」
は
、
持
続
可
能
な

都
市
の
創
成
を
意
図
す
る
も

の
で
あ
る
。
都
市
に
は
、
多

く
の
課
題
（
イ
ッ
シ
ュ
ー
）

が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交

通
、
住
宅
、
ご
み
、
教
育
、

そ
し
て
何
よ
り
も
経
済
な

ど
、
過
不
足
し
な
い
持
続
可

能
性
〝
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
〟

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
対
応
と
し
て
、
掲
げ

ら
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が

「
ス
マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
」
で

あ
り
、
既
存
の
多
く
の
問
題

の
解
決
へ
の
切
り
札
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
成
功
例

と
し
て
、
英
国
の
ミ
ル
ト

ン
・
キ
ー
ン
ズ
な
ど
、
海

外
、
と
く
に
欧
米
で
は
聞
く

が
、
国
内
で
は
一
部
を
除
い

て
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

「
ス
マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
」

は
、
未
来
に
対
す
る
先
取
り

と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
文
字
通

り
の
先
取
り
を
広
く
、
早

く
、
普
及
し
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本

は
、
先
取
り
に
は
疎
い
よ
う

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
や
普
及
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。

▼
ス
モ
ー
ル
の
価
値

そ
の
先
取
り
、
そ
し
て
そ

の
成
功
の
た
め
の
付
帯
要
件

と
し
て
、
筆
者
が
考
え
る
の

が
「
ス
モ
ー
ル
」
で
あ
る
。

ス
モ
ー
ル
は
、
一
般
に

は
、
過
小
や
未
成
長
の
よ
う

な
意
味
を
持
ち
、
軽
視
さ
れ

た
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、

〝
ス
モ
ー
ル
・
イ
ズ
・
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
〟
の
よ
う
に
、

従
来
か
ら
尊
重
さ
れ
て
き
た

言
葉
で
も
あ
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

は
、
そ
の
商
品
開
発
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
に
「
ス
モ
ー

ル
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

時
代
が
あ
っ
た
。

「
ス
モ
ー
ル
」
は
、
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
質
量
が
小
さ

い
の
で
、
負
荷
や
移
動
に
便

利
で
あ
り
、〝
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
〟
の
切
り
札
と
な
る
。

し
か
し
、「
ス
モ
ー
ル
」
は

安
価
で
は
な
く
、
初
期
コ
ス

ト
が
低
い
と
は
言
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
供
用
中
や
稼

働
中
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
削

減
と
の
兼
ね
合
い
を
考
え
、

ト
ー
タ
ル
に
お
い
て
〝
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
〟
を
打
ち
出
す

こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。

▼
文
化
と
文
明

〝
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
〟
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

価
値
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

大
事
で
あ
る
。
日
本
で
そ
れ

が
進
ま
な
い
の
は
、
そ
の
理

解
や
認
識
が
十
分
で
な
い
た

め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
文

化
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
と

い
え
る
。「
文
化
」
と
は
、

あ
る
対
象
に
対
す
る
社
会
の

受
容
性
の
大
き
さ
の
現
れ
で

も
あ
る
。

筆
者
は
、「
文
化
を
、
社

会
で
蠢(

う
ご
め)

い
て
い
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（
活
動
）
の

大
き
さ
の
、
時
間
に
よ
る
微

分
値
と
と
ら
え
、
そ
の
〝
モ

メ
ン
タ
ム
〟（
勢
い
）
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
「
文
明
」

は
、
そ
の
地
域
の
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
の
現
在
時
間
ま
で
の
積

分
値
（
＝
活
動
の
累
計
）
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
【
図
参

照
】。すな

わ
ち
、
文
化
は
、
あ

る
時
代
に
人
間
や
社
会
の
意

思
と
感
覚
に
依
存
し
た
正
負

に
揺
れ
動
く
活
動
や
行
動
の

〝
モ
メ
ン
タ
ム
〟
で
あ
る

が
、
文
明
は
、
そ
の
活
動
や

行
動
が
累
積
し
て
得
ら
れ
る

結
果
の
大
き
さ
と
し
て
生
じ

る
。何

か
に
触
発
さ
れ
た
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
は
、「
文
化
」
で

あ
る
。
し
か
し
、
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
は
、
一
時(

い
っ
と

き)

の
も
の
も
あ
れ
ば
、
習

慣
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

前
者
は
正
負
に
揺
れ
る
文
化

で
あ
り
「
文
明
」
に
は
な
り

得
な
い
が
、
後
者
は
習
慣
化

さ
れ
時
間
経
過
に
よ
り
累
積

さ
れ
「
文
明
」
と
な
り
え
る
。

▼
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
重
要

性
繰
り
返
し
に
な
る
が
、〝
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
〟
の
実
現
に

は
、
こ
う
し
て
ま
ず
進
取
を

求
め
る
「
文
化
」
が
必
要
と

な
る
。
そ
の
理
解
に
は
、
教

育
が
必
要
と
な
る
。
両
者
が

一
体
に
な
る
と
、
「
持
続
可

能
な
発
展
の
た
め
の
教
育
」
、

す
な
わ
ち
Ｅ
Ｓ
Ｄ(Educati

on for Sustainable Dev

elopment)

と
な
る
。

保
守
的
な
行
動
に
固
執
す

る
の
で
な
く
、
現
状
を
認
識

し
、
持
続
可
能
な
未
来
の
た

め
に
、
い
ま
取
る
べ
き
〝
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
〟
へ
立
ち
向
か

う
こ
と
を
、「
文
化
」
と
す

る
こ
と
が
、
ま
ず
大
事
に
な

る
。そ

し
て
、
そ
の
意
味
を
理

解
し
、
地
域
性
を
活
か
し
、

さ
ら
に
拡
大
継
続
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
「
知
恵
」
を

つ
く
り
出
す
「
教
育
」
が
次

に
必
要
と
な
る
。
そ
れ
が
、

持
続
可
能
な
未
来
を
、
現
在

と
す
る
文
明
を
構
築
で
き
る

の
で
あ
る
。

▼
ス
マ
ー
ト
＆
ス
モ
ー
ル
・

シ
テ
ィ

「
持
続
可
能
な
未
来
」
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
特
定
の

地
域
と
い
う
物
理
空
間
に
お

い
て
、
人
間
と
組
織
、
そ
の

社
会
と
組
織
、
そ
の
運
営
と

発
展
の
た
め
に
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
絶
え
ず
取
り
入

れ
、
持
続
可
能
を
意
識
し
た

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な

る
。当

然
、
そ
の
た
め
に
は
活

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
、

食
料
と
資
源
そ
し
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
ロ
ス
を
な
く
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
須

で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
ロ

ス
が
最
も
大
き
な
割
合
を
占

め
る
の
で
、
地
域
内
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
が
大
事
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
各
地
域

で
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
望
ま
し

い
。
そ
れ
は
、
い
ま
台
頭
す

る
「
ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
利
用
で
あ
る
。
そ
れ
を
、

文
化
と
し
た
い
。

〝
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
〟
を

可
能
に
す
る
た
め
に
は
、〝
ス

モ
ー
ル
・
シ
テ
ィ
〟
と
呼
ば

れ
る
ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
の
社

会
構
造
が
導
か
れ
る
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、〝
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
性
）〟・〝

エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー
（
効
率

的
）〟・〝
リ
ブ
ア
ブ
ル
（
暮
ら

し
易
さ
）〟
を
基
調
と
す
る

〝
ス
マ
ー
ト
＆
ス
モ
ー
ル
・

シ
テ
ィ
〟
が
構
築
で
き
る
だ

ろ
う
。

時間（年代）におけるムーブメント、文化、および文明の大きさの推移

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
運
営
す
る
合
同
会
社
か
な
ご
て
フ

ァ
ー
ム
の
面
々
。
上
か
ら
、
代
表
業
務
執
行
社
員
・
濵
田
総
一

郎
氏
、
業
務
執
行
社
員
・
小
山
田
大
和
氏
、
川
久
保
和
美
氏

完成披露式典
出席者による
記念撮影

文明の大きさ

ムーブメント

文化

「
神
奈
川
県
下
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

地
産
地
消
事
業
の
モ
デ
ル
に
」

ソーラーシェアリングで目指す
「食とエネルギーで地域を元気に」

【
１
面
よ
り
続
く
】

神
奈
川
県
で
も
顕

在
化
し
て
い
る
農
業

放
棄
地
の
問
題
。
か

な
ご
て
フ
ァ
ー
ム
は
そ
の
再
生

と
、
耕
作
地
と
し
て
の
維
持
・
保

全
の
取
り
組
み
を
展
開
中
だ
。
農

業
従
事
者
だ
け
で
な
く
都
市
部
生

活
者
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
と
し
て
文
化
・
資
源
を
保
全

し
持
続
可
能
な
社
会
実
現
を
目
指

た
。
今
年
か
ら

組
織
を
合
同
会

社
に
し
て
事
業

化
の
準
備
を
進

め
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
面
は
城
南

が
広
が
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
だ
が
、
神
奈
川
県
で

は
農
地
転
用
と
し
て
認
可
さ

れ
た
例
は
ま
だ
６
件
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地

の
再
生
、
さ
ら
に
は
付
加
価

値
の
獲
得
を
も
可
能
に
す
る

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

県
内
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

の
役
割
も
担
う
。

農
林
水
産
省
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
所
管
す
る
食
糧

生
産
局
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
グ
ル
ー
プ
・
土
橋
信
昭
グ

ル
ー
プ
長
「
農
家
所
得
を
増

や
す
と
い
う
観
点
で
の
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
対
し

て
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い

う
の
が
我
々
の
ス
タ
ン
ス
。

し
か
し
、
農
業
を
し
っ
か
り

や
っ
て
、
売
電
収
入
を
農
業

へ
の
新
た
な
付
加
価
値
づ
く

り
に
向
け
る
動
き
は
応
援
し

た
い
」
…
…
耕
作
放
棄
地
対

策
は
農
水
省
と
し
て
も
重
要

な
課
題
。
地
域
が
工
夫
し
て

耕
作
地
と
し
て
継
続
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
へ
の
取
組
は

歓
迎
す
る
意
向
だ
。

し
て
い
る
。
２
０
１
４
年
２
月

の
設
立
以
来
、
小
田
原
の
特
産

品
で
あ
る
ミ
カ
ン
の
耕
作
放
棄

地
再
生
事
業
を
展
開
し
て
き

た
。
栽
培
し
た
ミ
カ
ン
を
使
用

す
る
か
な
ご
て
フ
ァ
ー
ム
製
特

産
品
「
お
ひ
る
ね
み
か
ん
ジ
ュ

ー
ス
」
は
、
休
耕
地
＝
寝
て
い

た
農
地
で
で
き
た
農
作
物
か
ら

作
ら
れ
る
、の
意
味
を
込
め
た
。

地
域
産
業
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
、
農
業
と
共
に
か
な
ご
て

フ
ァ
ー
ム
が
注
力
し
て
い
る
の

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
事
業
だ
。

食
＝
農
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自

給
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
「
顔

と
顔
が
見
え
る
中
で
」
完
結
し

て
円
環
を
な
す
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー

の
形
成
を
目
標
に
し
て
い
る
。

農
業
を
し
な
が
ら
太
陽
光
発

電
を
行
う
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
は
、
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け

信
用
金
庫
が
合
同
会
社
の
心

意
気
に
賛
同
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
11
月
に
晴
れ
て
施

設
が
完
成
し
た
。

９
日
に
は
発
電
を
開
始
す

る
完
成
披
露
会
も
開
催
。
自

治
体
、
Ｊ
Ａ
な
ど
地
元
の
関

係
者
約
60
名
が
出
席
し
た
。

会
の
挨
拶
に
は
小
泉
純
一

郎
・
元
首
相
も
登
場
。「
電

気
を
作
り
つ
つ
農
地
を
犠
牲

に
し
な
い
。
日
本
人
の
知
恵

と
技
術
力
の
賜
物
だ
」
と
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
評

価
し
た
。
そ
の
上
で
「
10
年

後
を
見
据
え
れ
ば
、
全
電
源

中
30
㌫
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
賄
う
こ
と
は
可
能
な
は

ず
」
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

転
換
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

本
事
業
は
、
今
年
９
月
に

県
の
「
地
域
主
導
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
に
も
採

択
さ
れ
た
。
全
国
的
な
認
知

の
方
法
だ
っ

日新電機はさきごろ、アンモニアセンサを用いて下水処理プロセスのアンモニ
ア態窒素濃度を計測・監視する「アンモニア態窒素監視システム」を開発したと
発表した。同システムは、同社が推奨するSPSS-Water（水処理場向け）のソリュ
ーションの一つだ。
システムは、アンモニアセンサ、変換器、中央監視装置で構成される。これを

導入することで、刻々変化する窒素処理プロセスの状態を、技術者が的確・簡単
にとらえることが可能になる。下水処理で有機物とともに浄化対象となる窒素化
合物（主にアンモニア態窒素）は、まだ充分に処理されていない処理場もあり、

度を計測でき、処理
槽毎の処理トレンド

を監視できること。また、長期安定性に優れたセンサを採用しており、電極交換
は半年間不要だ。初めて納入した大和市北部浄化センター（神奈川県）では、同
システムから得られたリアルタイムデータを用いて、曝気風量の削減に取り組ん
でいる。処理水質を維持しながら、今後は、送風機の電気使用量が、約10 ～ 15
㌫削減できる見込みだという。
日新電機は同システムで、窒素除去を目的とした硝化‐ 脱窒法と、処理水質

の向上・安定化を目的とした硝化促進運転を採用している機場の省エネ・水質担
保・地球環境保全に貢献するとしている。

閉鎖性水域で発生する富栄養化は大きな環境問題の一つとなっている。
現在の一般的なアンモニア態窒素除去法である「硝化‐ 脱窒法」と、従来法

の「標準活性汚泥法」での硝化促進運転は、有機物の浄化に加え、硝化にも空気
が必要となるため、多くの曝気風量（電気）を消費する。
しかし省エネを意識して曝気風量を制限すると、アンモニア態窒素が除去でき

ず、水質が悪化する可能性が生じる。そのため、アンモニア態窒素除去法や硝化
促進運転を導入している機場では、過剰の曝気風量で運転管理することが多く、
その最適化・省エネ法が切望されていた。
日新電機が開発した同システムの特徴は、リアルタイムでアンモニア態窒素濃

日新電機がアンモニアセンサを用いた
「アンモニア態窒素監視システム」を開発

神奈川県の浄化センターへ初納品


